東京マラソン2012に参加して






芳賀　直行

本当に多大なる声援・応援、ありがとう御座いました。お陰様で無事ゴールインする事ができました。

沿道での応援、福嶋殿、河野殿、峯川様、三田様とかわいいお孫さん、寒い中大変お疲れ様でした。

e-mailに気がついたのが遅くて会えなかった人もいましたが、戻ってハイタッチするほど余裕が無かったので御勘弁です。

1、 思ったより良い成績

今回のマラソンはホノルルと異なり、制限7時間以内にゴールしないと失格。しかもその時間がスタートの合図からなので実質的には20分ほど少ない6時間40分が個人的な制限時間となり、プレッシャーでした。それを約6時間（平均7km/h）でゴール出来たのは上出来と自分では思っています。

20kmの予行練習を多摩川堤防でやっていたので、前半は好調だったのですが未経験の後半部分、銀座以降はつらい走りでした。そのときは今回のメッセージ「燃やせ闘魂、燃えろ体脂肪」を呪文の様につぶやいて頑張りました。ありがとう中嶋さん。　どなたか才能のある方、メロディーを付けて頂けませんか？

更に、30km以降は歩きが多くなりましたが、37km地点でかわいい子が待っているとの電話連絡に最後の気力を振り絞ってカッコウを付けました。　飴をもらって元気を付け、そこからは皇居一周と考え余裕を持って進む事が出来ました。　

2、 江戸の町って狭いんだ！

このマラソンコースは観光名所を繋いでいるとの説明の通り、東京の名所・旧跡を網羅しているのがなんとなく不思議でたまらないのです。　トップランナーはこの距離を2時間で走り抜けるのですよね。　韋駄天のXX,　つむじ風のYYなどの足の速い同心や飛脚が江戸の町を走れば、渋滞が無いその頃は思ったより情報伝達が早かったのではないかと妙な関心をしながら走ってました。

小学校のとき、「マラソンなんて、何か特別な体力がある人でないと参加できない。」と思っていました。それが普通のおにいさんやおじいさんが出来るようになったのは、体力が向上したのか？　靴などのスポーツ科学が発達したのか？　道路が良くなったのか？　たぶん全てが寄与しているのだと思います。

高校の強行遠足、靴を履き慣らして臨んでも「まめ」が沢山でき、そして潰れて靴が濡れていたのを不思議に思いながら小諸を目指していたのが、本当に遠い思い出でした。　でもあれは本当に良い経験だったですよね。

　　　　

3、 怪我

人の話をしっかり聞く事や本での勉強は必要ですね。　出血を伴う怪我をしました。　ゴールインしてから着替えの時に気がついたのですが、ちょっと敏感なところから血が出ていました。絆創膏2枚を張ってそのままですが、大丈夫でしょう。　この話は、事前に注意事項として聞いた事があるのですが冗談だろうとまじめに対応しなかったのが悪いのでしょうね。　自己責任の域です。　反省。　　　

再度、チャンスがあったらチャレンジしたいと思えてくるのは、不思議ですね。
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